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1位 2位 3位

「前会長・髙尾執行部に関する報

告書」に関してのお考えを教え
て下さい。

QSLカード発行枚数見直しのお

願いについてどのように考え
ますか

QSLカードについて、以下の

いずれがあなたの考えに最も

近いですか？

2025年の社員総会では、執

行部が提案した議案の9議案

のうち、6議案が否決されま

した。この件について 以下

のいずれがあなたの考えに最

も近いですか？

2025年の社員総会での準備書

面について、ひとつの質問は

200文字以内とされ、添付書

類も添付できませんでした。

このような準備書面の提出方

法について問題はあると思い

ますか？

総務省の「情報通信審議会情報通信技術分科会陸上無
線通信委員会」にはJARL森田会長が委員として参加して

います。この中で、森田会長は 「433MHz帯タイヤ空気圧

モニタ及びリモートキーレスエントリに係る技術的条件（改
訂版）」に関して「 アマチュア業界が反対することで自動車

産業を始め国内産業が受ける経済的な影響は甚大であ
り、本件に反対することが難しいことも理解しており」と答

弁しています。これに関して 以下のいずれがあなた
の考えに最も近いですか？

会員数の減少と高齢化対策

会員が毎年大幅に減少し、高齢化

が進んでいます。あなたが理事/

社員になった場合、次世代（特に

20〜30代）の新規入会を増やす

ために、具体的にどのような施策

を最優先で推進しますか？

QSLカード転送の遅延解消

QSLビューローの大幅遅延が退

会の大きな原因の一つとなって

います。入会して1年間、カー

ドが一切届かない現状がありま

す。遅延の根本原因をどう分析

し、どのような対策で遅延解消

を目指しますか？

電子QSL

今後、電子QSLシステムはどう

あるべきか、JARLはどのよう

な役割を果たすべきですか？

財務赤字の改善と会費のあ

り方

毎年数千万円の赤字が続

き、内部留保の取り崩しに

頼っています。収入増と支

出削減の具体的な計画を教

えてください。また、会費

の金額について今後値上げ

するのか、値下げするのか

も教えて下さい。

候補者としてあなたにしかな

い強み、貢献できる内容を自

由に記入してください。

理事の候補者 全国選出 JH1XUP
３ 若年層へのアマチュア無
線の訴求

５ 会員数減少への対策
６ 財政健全化、赤字運営解
消

高尾前会長に責任はあると思うの

で、法的措置を含めた責任追求を行

うべきだ。

妥当なものであり、ビューロー

の滞留が解消するまでの間のみ

継続すべきだ

紙QSLカードはアマチュア無
線の文化であり、維持する方

向で進めるべきだ。

提案すること自体には問題は

ない。

社員の質問権を侵害してお

り、問題である。

アマチュア無線団体の代表者として、アマチュア無線

家の権益をもっと強く主張していくべきだ。

１：ハムフェアーでの学生入場料

を無料とする２：若者が多く集ま

るイベントにJARLとして積極参加
する３：学校のクラブ局の指導に

地元会員が積極的にかかわるため

に、教育委員会と情報交換をす

る。

目標は6か月以内に届く事、それ
を実行に移す方策として振り分

けの機械化。人員の見直しが必

要です。

現在の状況良いと考えます。特

に電子化は積極的に進める必要

はないと考えます。

収入の増加については総務省

と協議し、電波料の支払い等

の作業をJARLで下請ける。
そして支出を抑えるために事

務局を家賃の安いところへ移

動し、社員の賞与は経営が黒

字化するまでやらない。会費

の値上げは行わず値下げを出

来る方策を協議する。会費も

９０歳以上の会員は０とす

る。

会社の経営者として長い間経

営を行ってきましたので（現

在も継続中）その経験を生か

して、JARLの運営に当たる所
存です。

理事の候補者 全国選出 JA5XPD ２ 電子QSLの推進 １ QSLカードの転送遅延解消
10 アマチュア無線の社会的
認知・地位向上

高尾前会長に責任はあると思うが、

特段これ以上の措置は必要ない。

妥当なものであり、将来に渡っ

て発行枚数見直しを継続すべき

だ

紙QSLカードはアマチュア無
線の文化であり、維持する方

向で進めるべきだ。

提案すること自体には問題は

ない。

社員の質問権を侵害してお

り、問題である。

アマチュア無線団体の代表者として、アマチュア無線

家の権益をもっと強く主張していくべきだ。

社会貢献活動に地域クラブが積極

的に参加しアマチュア無線の有用

性を活動に使用できる事を啓蒙す

る。

今回の受託業者変更の状況を見

ないと判断し難いが、場合に

よっては受託業者へ一時的に人

員増員を依頼し、費用はかさむ

が一度6ヶ月以内発送まで持って
いく。

連盟独自の電子システムの構築

は更新を含めて費用がかさみま

す。現状ハムログを使用されて

る方が増えており、デザインも

定型以外にもアレンジが可能で

あり再度協力依頼をされてはど

うか、あとARRLとも連携した
LoTWの活用を早急に検討すべ
き。

QSLカード発送は受益者負担
により、重量か枚数かを決め

て、料金を徴収し、カード交

換の費用発生がない方への会

費減額を図る。

現在九州大学工学部において

実験、設備等の管理を行なっ

ているが、３月に退職しフ

リーとなるため、連盟の力に

なれると立候補した次第で

す。

地方本部社員 北陸 JH9DRL
10 アマチュア無線の社会的
認知・地位向上

３ 若年層へのアマチュア無
線の訴求

７ 組織運営の透明性向上
高尾前会長に責任はあると思うが、

特段これ以上の措置は必要ない。

妥当なものであり、ビューロー

の滞留が解消するまでの間のみ

継続すべきだ

QSLカードは電子化を推進
し、紙QSLカードは漸進的に
廃止の方向に向かうべきだ。

提案すること自体には問題は

ない。
問題ではない。

森田会長の答弁は、状況を考えればやむを得ないもの

である。

アマチュア無線を知らない方への

普及活動コンテストQSLの削減要
請をコンテスト規約に盛り込む

現在8カ月程度と短くなってお
り、解消方向と認識しておりま

す

ARRLなど既にあるシステムを使
えるようにする活動

事務的経費削減、会費は現状

維持

包括免許化にトライしていき

たい

地方本部社員 信越 JA0LFV ２ 電子QSLの推進
３ 若年層へのアマチュア無
線の訴求

６ 財政健全化、赤字運営解
消

高尾前会長に責任はあると思うの

で、法的措置を含めた責任追求を行

うべきだ。

妥当なものであり、ビューロー

の滞留が解消するまでの間のみ

継続すべきだ

QSLカードは電子化を推進
し、紙QSLカードは漸進的に
廃止の方向に向かうべきだ。

理事会の中でも意思統一でき

ていないものを提案するの

は、特定の理事の暴走であ

る。

社員の質問権を侵害してお

り、問題である。

アマチュア無線団体の代表者として、アマチュア無線

家の権益をもっと強く主張していくべきだ。

無線界も少子高齢化で対策は非常

に難しい現状ですので少しでも増

やせるようにJARLニュース等で公
募したら良いのではと思います、

私の案ですがローカル局から無線

じまいしたいOMや亡くなった家
族が無線機等の処分に困っていま

す（有料で処分）のでJARLで引き
受けて若い会員に安い価格で提供

するプロジェクトはどうでしょう

か？

今現在はQSLの委託料や転送経
費が掛かりすぎているし転送枚

数も増加の為、転送枚数に合っ

た人を増やせないため遅れてい

ると聞いていますので委託料を

上げれば解消できるはずです。

しかしJARLの予算が決められて
おり実行できていない。昔に戻

り受益者負担で1枚当たりの料金
を設定してシール等でQSLに貼
り会費とは別に料金納付するの

が委託料を確保出来て良いと思

います。

電子QSLは推進するべきですが
JARL独自のシステムは必要ない
と思います。今現在行われてい

るeQSL等を活用する方法を考え
るべきと思います。

経費削減の為に支部の統廃合

が必要です。紙ＱＳＬカード

の発行を少なくする為に電子

QSLの早期実現（QSLの転送
経費削減）今の状況では郵送

料金や人件費等の必要経費上

昇の為今後は会費の値上げが

必要と思います。

信越地域のJARLの行事に参加
して会員の声を聴きます。

地方本部社員 東海 JR2NAK
３ 若年層へのアマチュア無
線の訴求

５ 会員数減少への対策 ９ 違法不法無線局への対策
どちらでもない、またはわからな

い。

妥当なものであり、将来に渡っ

て発行枚数見直しを継続すべき

だ

紙QSLカードはアマチュア無
線の文化であり、維持する方

向で進めるべきだ。

提案すること自体には問題は

ない。
問題ではない。

森田会長の答弁は、状況を考えればやむを得ないもの

である。

ラジオ製作や体験運用を通じて、

電波の不思議や無線の楽しさを伝

え、次世代の人材育成に取り組ん

でいきたいと思います

電子QSL等の導入も検討する必
要があるのではと考えてます

今後導入するかどうか　慎重に

検討を重ねていく必要があると

感じます

基本的にはJARL業務のスリ
ム化IOTやDX化とAI活用によ
る経費削減による財務状況の

改善が第一。それでも厳しい

場合は、QSLカード転送費用
の従量制、寄付、会費の値上

げを検討する事も必要ではな

いかと感じます

・無線の楽しさと電波の不思

議を工作教室等で若年層に伝

えます。

・体験局やJARLイベントを通
じて魅力を周知します。

・画像伝送、GPS等、D-STAR
を非常通信に積極的に活用し

ます。

・災害時に役立つ有効な通信

手段であることを防災訓練で

実践、周知します。

・アマチュア無線人口の拡大

と次世代育成を目指します。

地方本部社員 北海道 JH8MYB
６ 財政健全化、赤字運営解
消

３ 若年層へのアマチュア無
線の訴求

５ 会員数減少への対策
高尾前会長に責任はあると思うの

で、法的措置を含めた責任追求を行

うべきだ。

妥当なものであり、将来に渡っ

て発行枚数見直しを継続すべき

だ

QSLカードは電子化を推進
し、紙QSLカードは漸進的に
廃止の方向に向かうべきだ。

理事会の中でも意思統一でき

ていないものを提案するの

は、特定の理事の暴走であ

る。

問題ではない。
森田会長の答弁は、状況を考えればやむを得ないもの

である。

少子高齢化が進む中、特に会員の

高齢化は今後の会員減少は避けら

れないものであり、JARLの今後の
在り方を見直すことを早急に進め

ることが必要です。

旧ビューローとの契約内容がど

うなっているのか説明されてい

ない、コロナの影響で遅れたと

の説明のみであり、新ビュー

ロー移行した現在遅延解消を論

じてもは始まらない。

新ビューローとくらいの期間で

転送を行う契約であるのかの説

明を求めたい。

JARLの電子QSLの開発は遅きに
失している。HQSLの普及で会員
の退会が進んでいる。

電子QSLシステムよるカード管
理など会員の得られるメリット

を早急に検討進めるべき。

赤字改善の計画は、JARL が
計画提示するもので、社員が

計画するものではない。

尚、社員総会では新法人に移

行後から毎回収支の均衡を図

るよう提言を行っている。

社員の立場で知りえた最近の

JARLの経営状態から今後の進
むべき方針を提言できるこ

と。

地方本部社員 中国 JA4UEP
３ 若年層へのアマチュア無
線の訴求

５ 会員数減少への対策
６ 財政健全化、赤字運営解
消

紙QSLカードはアマチュア無
線の文化であり、維持する方

向で進めるべきだ。

地方本部社員 中国 JA4LKB
８ アマチュアバンド防衛等
の関係官庁との折衝

７ 組織運営の透明性向上
６ 財政健全化、赤字運営解
消

高尾前会長に責任はあると思うの

で、法的措置以外の方法で責任追求

を行うべきだ。

妥当なものであり、ビューロー

の滞留が解消するまでの間のみ

継続すべきだ

QSLカードは電子化を推進
し、紙QSLカードは漸進的に
廃止の方向に向かうべきだ。

提出そのものは良いとして、

内容に問題が多すぎる。執行

部には反省を求める。

問題ではない。
アマチュア無線団体の代表者として、アマチュア無線

家の権益をもっと強く主張していくべきだ。

中高生にアマチュア無線を認知し

てもらう。ドイツでは博物館には

必ずｱﾏﾁｭｱ無線クラブ局が設置さ

れていて、誰でも運用でき、ｱﾏﾁｭ

ｱ無線の認知度が一般の方にあ

る。

紙カードは、転送に時間がかか

ると認識してもらいJARLに末永
く会員でいてもらうため、会費

の値下げを行うべき。もっと、

LOTW、CLUB-LOGやE-QSLを活
用し紙は、必要最小限にとどめ

る。

LOTW、CLUB-LOGやE-QSLを
もっと有効に使うべき。H-QSL
はメジャーでサーバーテロが発

生したら、誰が責任や復旧がで

きるのだろうか？不安である。

JARL-Newsなど電子化の促進
を図り、電子会員と紙会員で

分類し電子会員の会費を大幅

値下げをし会員数の増強を図

る。

支部の活動を助け、会員増強

を図っていく。日本でのｱﾏﾁｭｱ

無線を守る団体として、JARL
が唯一の団体であるというこ

との啓蒙活動をすべき。

地方本部社員 東海 JA2MNB
３ 若年層へのアマチュア無
線の訴求

２ 電子QSLの推進 ７ 組織運営の透明性向上
どちらでもない、またはわからな

い。

妥当なものであり、ビューロー

の滞留が解消するまでの間のみ

継続すべきだ

紙QSLカードはアマチュア無
線の文化であり、維持する方

向で進めるべきだ。

提案すること自体には問題は

ない。
問題ではない。

森田会長の答弁は、状況を考えればやむを得ないもの

である。

現在、学校及び青少年団体の一部

が会費免除などの恩恵があり、そ

の制度をもっと､その団隊指導者

等を含め、啓蒙し、若年層への浸

透を図る。それらの構成員が新た

に入会へ繋がることに期待する

JARL組織の一丁目一番地が、Ｑ
ＳＬカード転送業務であり、現

在新しい委託業者への移行もあ

り今後を見守りたい。

自前システムの構築は経費等の

問題で無理であるので、電子Ｑ

ＳＬが必要であれば、プログラ

ムを運営する民間組織・ソフト

ウェア等の啓蒙をする。

紙ベースのＱＳＬカード交換

が、アマチュア無線の本来の醍

醐味でもあり事を忘れてはいけ

ないと思っている。

会費値上には反対するが、必

要と有れば致し方ない、自身

ライフメンバー(終身会員
だった）であるが少しでも貢

献できればとライフメンバー

会費は継続している

世界最大級の青少年社会教育

団体組織内で、資格取得など

少年達へアマチュア無線の啓

蒙活働に奉仕している

当選した場合、あなたが力をいれて取り組みたい事項を、以下の選択肢から、優先順位順に3
位まで教えて下さい。
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「前会長・髙尾執行部に関する報

告書」に関してのお考えを教え
て下さい。

QSLカード発行枚数見直しのお

願いについてどのように考え
ますか

QSLカードについて、以下の

いずれがあなたの考えに最も

近いですか？

2025年の社員総会では、執

行部が提案した議案の9議案

のうち、6議案が否決されま

した。この件について 以下

のいずれがあなたの考えに最

も近いですか？

2025年の社員総会での準備書

面について、ひとつの質問は

200文字以内とされ、添付書

類も添付できませんでした。

このような準備書面の提出方

法について問題はあると思い

ますか？

総務省の「情報通信審議会情報通信技術分科会陸上無
線通信委員会」にはJARL森田会長が委員として参加して

います。この中で、森田会長は 「433MHz帯タイヤ空気圧

モニタ及びリモートキーレスエントリに係る技術的条件（改
訂版）」に関して「 アマチュア業界が反対することで自動車

産業を始め国内産業が受ける経済的な影響は甚大であ
り、本件に反対することが難しいことも理解しており」と答

弁しています。これに関して 以下のいずれがあなた
の考えに最も近いですか？

会員数の減少と高齢化対策

会員が毎年大幅に減少し、高齢化

が進んでいます。あなたが理事/

社員になった場合、次世代（特に

20〜30代）の新規入会を増やす

ために、具体的にどのような施策

を最優先で推進しますか？

QSLカード転送の遅延解消

QSLビューローの大幅遅延が退

会の大きな原因の一つとなって

います。入会して1年間、カー

ドが一切届かない現状がありま

す。遅延の根本原因をどう分析

し、どのような対策で遅延解消

を目指しますか？

電子QSL

今後、電子QSLシステムはどう

あるべきか、JARLはどのよう

な役割を果たすべきですか？

財務赤字の改善と会費のあ

り方

毎年数千万円の赤字が続

き、内部留保の取り崩しに

頼っています。収入増と支

出削減の具体的な計画を教

えてください。また、会費

の金額について今後値上げ

するのか、値下げするのか

も教えて下さい。

候補者としてあなたにしかな

い強み、貢献できる内容を自

由に記入してください。

当選した場合、あなたが力をいれて取り組みたい事項を、以下の選択肢から、優先順位順に3
位まで教えて下さい。

地方本部社員 九州 JH6QIL ２ 電子QSLの推進 ５ 会員数減少への対策
13 現状のJARLが抱える組織

的体質や組織的問題の改善

高尾前会長に責任はあると思うの

で、法的措置を含めた責任追求を行

うべきだ。

妥当なものであり、将来に渡っ

て発行枚数見直しを継続すべき

だ

紙QSLカードはアマチュア無

線の文化であり、維持する方

向で進めるべきだ。

提出そのものは良いとして、

内容に問題が多すぎる。執行

部には反省を求める。

社員の質問権を侵害してお

り、問題である。

アマチュア無線団体の代表者として、アマチュア無線

家の権益をもっと強く主張していくべきだ。

①会費の値上げで入会しやすくす
る

②JARL地域行事を増やし参加意

欲をかきたてる

③会員と非会員の区別をはっきり
と行う、イベント参加、コンテス

トなど

①送信者の受益者有償負担（ス
テッカーを貼る）で枚数を減ら

す

②電子QSLの推進

①hQSLで十分だと思う

②JARLで電子QSLの仕組みを作

るには負担が大きいので無理と

思う

①まずは予算をしっかりと組
み予算以外の決算は行わない

（一部例外は仕方ないが）

②このままいけば10年後に

は貯蓄がゼロになりJARLそ

のものが消滅する。

③会費は値上げしない、逆に
値下げしてより多くの人を入

会しやすくする

④支部費は余っている、地方
本部費、支部費を減らす

⑤コンテスト賞状など電子化
を行っているがどれくらい

減ったか時期総会で発表して

ほしい

⑥なお電子化を進め、
JARLNEWSも電子化する

⑦JARL選挙も電子化になっ

たがこれもどれくらい節約に

なったか具体的に報告するこ

と

地方本部社員 中国 JH4NHF １ QSLカードの転送遅延解消
12 JARL主催イベント（ハム

フェア等）への取り組み
２ 電子QSLの推進

どちらでもない、またはわからな

い。

妥当なものであり、ビューロー

の滞留が解消するまでの間のみ

継続すべきだ

紙QSLカードはアマチュア無

線の文化であり、維持する方

向で進めるべきだ。

理事会の中でも意思統一でき

ていないものを提案するの

は、特定の理事の暴走であ

る。

社員の質問権を侵害してお

り、問題である。

森田会長の答弁は、状況を考えればやむを得ないもの

である。

大学生は勿論、高校生にもアマ

チュア無線と言うものをPRしてい

く

常置場所でのQSOでは、初めて

のバンド・モードしかカードを

発行しない

現時点では紙カ－ドはやめるべ

きではないと考えるが、５年く

らい先には電子QSLで良いと思

う。

会費を値上げするのはOK。

社員選挙を３年ごとに延ばせ

ばその分経費をはらせるので

はないか。

県支部役員として過去40余年

貢献しているつもり。地域の

無線グル－プでもいろんな活

動をしているので、絶やさな

いように継続する所存です。

地方本部社員 関東 JK1FNL

適した選択肢を見つけること

ができない選択肢が多く、十

分な解答ができません。ごめ

んなさい。私の考えについて

は、立候補所信を参照してく

ださい。

地方本部社員 関⻄ JR3VAK
３ 若年層へのアマチュア無

線の訴求

６ 財政健全化、赤字運営解

消

13 現状のJARLが抱える組織

的体質や組織的問題の改善

高尾前会長に責任はあると思うの

で、法的措置を含めた責任追求を行

うべきだ。

妥当なものであり、将来に渡っ

て発行枚数見直しを継続すべき

だ

QSLカードは電子化を推進

し、紙QSLカードは漸進的に

廃止の方向に向かうべきだ。

提出そのものは良いとして、

内容に問題が多すぎる。執行

部には反省を求める。

社員の質問権を侵害してお

り、問題である。

森田会長の答弁は、状況を考えればやむを得ないもの

である。
体験運用の機会を増やす

QSLビューローの処理可能量と

現状のQSLカードの転送量、お

よび、費用のバランスがとれて

いないことが原因であり、紙の

QSLカードから電子QSLへの転換

を進める。また、QSLビュー

ローでの転送作業は人による部

分が多いので、マンパワーをか

けるために費用負担を検討す

る。

電子QSLの導入は進めるべきで

あるが、ＪＡＲＬ独自の電子

QSLを開発するのでは無く、

今、世の中にある電子QSLを評

価し、その結果を発表し、ユー

ザが選択できるようにする。

JARLの収入の８割が会員か

らの会費であるため、収入増

は会員を増やすことであり、

会員を継続してもらうことで

あるので、JARL会員てある

ことのメリットを増やしてい

くことが必要である。そのた

めにJARL会員を継続しない

原因を検討する必要がある。

また、JARLという組織、ア

マチュア無線を目に見えるよ

うにする必要があると考え

る。

関西ハムシンポジウム、関西

アマチュア無線フェスティバ

ルのスタッフ、ＪＡＲＤ養成

課程の管理責任者を担当する

ことで、アマチュア無線の裾

野を広げていきます。

地方本部社員 東海 JI2SWW
３ 若年層へのアマチュア無

線の訴求
５ 会員数減少への対策

10 アマチュア無線の社会的

認知・地位向上

高尾前会長に責任はあると思うの

で、法的措置を含めた責任追求を行

うべきだ。

提案すること自体には問題は

ない。

講師の経験を活かし、免許取得後

の実技講習や体験会を充実。若手

が楽しさを実感し、ずっと続けた

くなる体制を構築します。

一度大掛かりな事業で、遅延を

一旦解消する施策を実行すると

良いかと存じます。

会員皆様それぞれのハムライフ

が、それぞれ楽しめる柔軟に対

応できる電子QSLシステム構築

をなさると良いかと存じます。

会員を増やす事で、収益改善

の一助になるかと存じます。

講習会講師を通じて新たなア

マチュア無線家の誕生をサ

ポート。

自身の再開経験から、カン

バック時の不安解消と手続き

支援を推進。

マラソン大会や防災訓練での

実績を活かし、社会に貢献す

る喜びを共有。

⽀部⻑ 広島県 JJ4KME
12 JARL主催イベント（ハム

フェア等）への取り組み

10 アマチュア無線の社会的

認知・地位向上

３ 若年層へのアマチュア無

線の訴求

高尾前会長に責任はあると思うの

で、法的措置を含めた責任追求を行

うべきだ。

妥当なものであり、将来に渡っ

て発行枚数見直しを継続すべき

だ

QSLカードは電子化を推進

し、紙QSLカードは漸進的に

廃止の方向に向かうべきだ。

森田会長の答弁は、状況を考えればやむを得ないもの

である。

⽀部⻑ 渡島檜山 jh8cbh
３ 若年層へのアマチュア無

線の訴求
５ 会員数減少への対策

10 アマチュア無線の社会的

認知・地位向上

どちらでもない、またはわからな

い。

妥当なものであり、将来に渡っ

て発行枚数見直しを継続すべき

だ

紙QSLカードはアマチュア無

線の文化であり、維持する方

向で進めるべきだ。

提出そのものは良いとして、

内容に問題が多すぎる。執行

部には反省を求める。

社員の質問権を侵害してお

り、問題である。

森田会長の答弁は、状況を考えればやむを得ないもの

である。

アマチュア無線に関する一般の方

を対象としたイベントを開催す

る。ラジオや新聞などで、アマ

チュア無線の楽しさ、社会的有用

性をPRする。青少年を対象とした

ラジオ作り教室や理科実験教室を

実施し、子どもたちの科学の目を

育てる。

私のデータからは少しずつ転送

期間が短縮されています。根本

原因は、コロナ時と伺っていま

す。新会社の動きをみていきま

すが、社員総会（懇談会）でも

お話しましたが、私だったら、

ボランティアを募り、分業して

でも、滞留分を処理し、新しい

方にも早くカードが届くように

したらいいと思います。

電子QSLは私自身使っています

し、推進するのは賛成です。50

年間アマチュア無線を楽しんで

いる私は、紙カードの感動も

知っている世代です。「電子

カードでなければだめだ。紙

カードは廃止の方向で。」とい

う考えはありません。ハムログ

の開発者の浜田さんもQSL対策

のメンバーですので、ハムログ

HQSLの持つ利便性をそのまま移

管し、浜田さんを含めて、JARL

として保守、開発をしていくの

がいいと思います。新しいこと

もいいですが、「人が付いてく

るか。」というところも大切だ

と考えています。

私は、難しいことはわかりま

せんが、支部長として、今い

る会員にJARLの魅力を伝

え、去っていく方を少なくす

ること、そしてアマチュア無

線の楽しさ、社会的有用性を

PRし、アマチュア無線家、

そしてJARL会員を増やすこ

とがお仕事だと思っていま

す。会費は、ここ何十年上

がっていないので、値上げも

わからないことはないのです

が、私は、ここは辛抱して現

状維持と考えたいです。

強みと言えば、やっぱり毎日電

波を出して全国の方と交信して

いること、また小さな支部なの

で、意図的に会員と交信した

り、お会いしたりできる環境な

ので、会員の気持ちを理解して

いるんじゃないかなあと思うこ

とです。

　それと、自分で言うのもおか

しいかもしれませんが、けっこ

う企画力はあると思います。こ

れまでも、新しいタイプのイベ

ントを考えたり、特別局の企

画・運営、非常通信ボランティ

アを推進、マスコミの利用、支

部大会での内容の工夫など、取

り組んできました。私は年度だ

けを変えることはしないで、ど

うすれば、皆さんがワクワクド

キドキするか、顔を出してみた

くなるか、そんなことを考えな

がら、支部運営をしてJARLに貢

献します。私はJARL全体を考え

るほど力はありませんので、支

部が発展するよう、会員が笑顔

でアマチュア無線を楽しめるよ

うがんばります。



選挙種別 選出区 コールサイ
ン

1位 2位 3位

「前会長・髙尾執行部に関する報

告書」に関してのお考えを教え
て下さい。

QSLカード発行枚数見直しのお

願いについてどのように考え
ますか

QSLカードについて、以下の

いずれがあなたの考えに最も

近いですか？

2025年の社員総会では、執

行部が提案した議案の9議案

のうち、6議案が否決されま

した。この件について 以下

のいずれがあなたの考えに最

も近いですか？

2025年の社員総会での準備書

面について、ひとつの質問は

200文字以内とされ、添付書

類も添付できませんでした。

このような準備書面の提出方

法について問題はあると思い

ますか？

総務省の「情報通信審議会情報通信技術分科会陸上無
線通信委員会」にはJARL森田会長が委員として参加して

います。この中で、森田会長は 「433MHz帯タイヤ空気圧

モニタ及びリモートキーレスエントリに係る技術的条件（改
訂版）」に関して「 アマチュア業界が反対することで自動車

産業を始め国内産業が受ける経済的な影響は甚大であ
り、本件に反対することが難しいことも理解しており」と答

弁しています。これに関して 以下のいずれがあなた
の考えに最も近いですか？

会員数の減少と高齢化対策

会員が毎年大幅に減少し、高齢化

が進んでいます。あなたが理事/

社員になった場合、次世代（特に

20〜30代）の新規入会を増やす

ために、具体的にどのような施策

を最優先で推進しますか？

QSLカード転送の遅延解消

QSLビューローの大幅遅延が退

会の大きな原因の一つとなって

います。入会して1年間、カー

ドが一切届かない現状がありま

す。遅延の根本原因をどう分析

し、どのような対策で遅延解消

を目指しますか？

電子QSL

今後、電子QSLシステムはどう

あるべきか、JARLはどのよう

な役割を果たすべきですか？

財務赤字の改善と会費のあ

り方

毎年数千万円の赤字が続

き、内部留保の取り崩しに

頼っています。収入増と支

出削減の具体的な計画を教

えてください。また、会費

の金額について今後値上げ

するのか、値下げするのか

も教えて下さい。

候補者としてあなたにしかな

い強み、貢献できる内容を自

由に記入してください。

当選した場合、あなたが力をいれて取り組みたい事項を、以下の選択肢から、優先順位順に3
位まで教えて下さい。

⽀部⻑ 群馬県 JH1NDM
６ 財政健全化、赤字運営解

消

８ アマチュアバンド防衛等

の関係官庁との折衝
５ 会員数減少への対策

高尾前会長に責任はあると思うが、

特段これ以上の措置は必要ない。

妥当なものであり、ビューロー

の滞留が解消するまでの間のみ

継続すべきだ

紙QSLカードはアマチュア無

線の文化であり、維持する方

向で進めるべきだ。

理事会の中でも意思統一でき

ていないものを提案するの

は、特定の理事の暴走であ

る。

問題ではない。
森田会長の答弁は、状況を考えればやむを得ないもの

である。

アマチュアバンド内で簡単に無線

機を制作し交信できる環境をつく

り往年の電波少年の様に無線通信

の面白さを伝える

ＦＴ－８など誰でも多くの地域

と交信できる新しい通信には

ＨーＱＳＬなどの電子ＱＳＬを

利用するように推進する

Ｈ－ＱＳＬ方式をバックアップ

する

ＡＲＤＦの大会支援などあら

ゆる面で事業規模縮小を考え

る

アマチュア無線に係る機器の

製作など技術指導が出来る

⽀部⻑ 静岡県 JA2JNA 11 １００周年記念事業
３ 若年層へのアマチュア無

線の訴求
５ 会員数減少への対策

高尾前会長に責任はあると思うの

で、法的措置以外の方法で責任追求

を行うべきだ。

妥当なものであり、ビューロー

の滞留が解消するまでの間のみ

継続すべきだ

紙QSLカードはアマチュア無

線の文化であり、維持する方

向で進めるべきだ。

理事会の中でも意思統一でき

ていないものを提案するの

は、特定の理事の暴走であ

る。

問題ではない。
森田会長の答弁は、状況を考えればやむを得ないもの

である。

TVやSNS等でアマチュア無線の魅

力を宣伝しつつ、いろいろなイベ

ントでアマチュア無線の交信の様

子を見てもらう。もちろん体験運

用も含めて。

前の業者のやり方が問題だと考

えている。よって新業者の仕事

ぶりに期待している。

すでにｈＱＳＬなどがあるの

で、それをＪＡＲＬとして利用

させてもらうのが得策と思う。

あまり支出を抑えるとやりた

いことも出来なくなってしま

い、ＪＡＲＬの魅力が減少す

るのも怖い。よって、会費の

値上げは必要だと思う。

色々なことをオープンにし

て、透明性のある支部運営を

すること。

⽀部⻑ 胆振日高 JA8PMN
10 アマチュア無線の社会的

認知・地位向上
５ 会員数減少への対策 ２ 電子QSLの推進

高尾前会長に責任はあると思うの

で、法的措置以外の方法で責任追求

を行うべきだ。

妥当なものであり、ビューロー

の滞留が解消するまでの間のみ

継続すべきだ

紙QSLカードはアマチュア無

線の文化であり、維持する方

向で進めるべきだ。

提案すること自体には問題は

ない。

社員の質問権を侵害してお

り、問題である。

アマチュア無線団体の代表者として、アマチュア無線

家の権益をもっと強く主張していくべきだ。
アマチュア無線イベントの開催、

ビューロー業務に予算を増やす

ことしかないと思います。

ARRLのLoTWのようなシステム

をIARUを中心に作り上げるよう

働きかけてはどうか。

これ以上値上げしても、会員

が減るだけでしょう。値下げ

も検討すべきかと思います。

支部長ですから、顔が見える

活動ができます。

⽀部⻑ 岐阜県 JG2RMR ９ 違法不法無線局への対策
３ 若年層へのアマチュア無

線の訴求
１ QSLカードの転送遅延解消

高尾前会長に責任はあると思うが、

特段これ以上の措置は必要ない。

妥当なものであり、ビューロー

の滞留が解消するまでの間のみ

継続すべきだ

紙QSLカードはアマチュア無

線の文化であり、維持する方

向で進めるべきだ。

提出そのものは良いとして、

内容に問題が多すぎる。執行

部には反省を求める。

社員の質問権を侵害してお

り、問題である。

森田会長の答弁は、状況を考えればやむを得ないもの

である。

ICT人材育成の観点から小中学校

でのアマチュア無線技士の資格取

得の啓もう活動

コンテスト等の重複の抑制。一

年未満の会員への優先。

JARLでの自主開発は無理なの

で、hQSLに乗っかる。LoTW推

奨が現実的

JARLニュースのPDF化、事務

のDX化、AI活用。

・電波適正利用推進員として

子ども向けラジオ工作教室

⽀部⻑ 熊本県 JG6TXW
３ 若年層へのアマチュア無

線の訴求
７ 組織運営の透明性向上 ５ 会員数減少への対策

報告書記載の事実は事実に誤りがあ

り、高尾前会長に何の責任もない。

妥当なものではなく、廃止すべ

きだ

紙QSLカードはアマチュア無

線の文化であり、維持する方

向で進めるべきだ。

理事会の中でも意思統一でき

ていないものを提案するの

は、特定の理事の暴走であ

る。

社員の質問権を侵害してお

り、問題である。

アマチュア無線団体の代表者として、アマチュア無線

家の権益をもっと強く主張していくべきだ。

・体験運用の実施　・電波教室の

実施

・電子QSLも普及してますが、

新しいビュローに期待します

・転送できる会員の情報の提供

（非会員宛のQSLが減少する）

・収入に見合った計画が必要

かと思います。人件費削除の

為のAIの導入

・支部の活性化に努力した

い・電波を出し続ける役員で

いたい

⽀部⻑ 山形県 JA7DRJ １ QSLカードの転送遅延解消
３ 若年層へのアマチュア無

線の訴求

10 アマチュア無線の社会的

認知・地位向上

高尾前会長に責任はあると思うが、

特段これ以上の措置は必要ない。

妥当なものであり、ビューロー

の滞留が解消するまでの間のみ

継続すべきだ

紙QSLカードはアマチュア無

線の文化であり、維持する方

向で進めるべきだ。

提出そのものは良いとして、

内容に問題が多すぎる。執行

部には反省を求める。

社員の質問権を侵害してお

り、問題である。

アマチュア無線団体の代表者として、アマチュア無線

家の権益をもっと強く主張していくべきだ。

養成課程講習会を地域クラブ主体

で開催できるようJARLが推進する

一旦解消するまで人員を増員し

てでも取り組む

h-QSLが普及してきているので

これを進めたらいい。

税金対策ばかりにこだわら

ず、収益の上がる事業を導入

すべき。それを会費の値下げ

の原資とする。

私は毎年７２００円の会費を

５０年以上払っています。毎

年会費を払う事が一番の貢献

と考えています。

⽀部⻑ 十勝 JE8FYG １ QSLカードの転送遅延解消
13 現状のJARLが抱える組織

的体質や組織的問題の改善
９ 違法不法無線局への対策

高尾前会長に責任はあると思うが、

特段これ以上の措置は必要ない。

妥当なものであり、ビューロー

の滞留が解消するまでの間のみ

継続すべきだ

紙QSLカードはアマチュア無

線の文化であり、維持する方

向で進めるべきだ。

理事会の中でも意思統一でき

ていないものを提案するの

は、特定の理事の暴走であ

る。

問題ではない。
アマチュア無線団体の代表者として、アマチュア無線

家の権益をもっと強く主張していくべきだ。

なにか次世代だけに対して特典を

設けることで入会を促進する。

遅延の詳細な現状を把握できて

いないので回答は控える。

電子QSLシステムに対しての知

識が少ないので回答は控える。

根本的な財政管理の検討をす

べきである。会費の値上げは

しない。

後継者の育成、特に新規の無

線資格取得希望者に対する養

成試験や教育


